
今回は、より良いものづくりに繋げるため、

それぞれの分野で活躍する若手技術者が集い、

自分たちの役割や他の分野の考え方を理解

するというテーマで現場を歩いてみました。

i-Communication ～エピソード５～

『より良いものづくりをめざして、一緒に現地を歩いてみました』

福島県いわき建設事務所

TEL 0246-24-6117（企画調査課）

『Instagram』でいわきの

魅力的な“今”を発信中

「建設業」は、私たちのまちや暮らしをつくる大切な仕事です。

そんな建設業でより良いものづくりを目指し、普段直接関わること

の少ない調査･設計･工事部門の技術者間で考えを理解し合いました。

②

③ ④

ひとつのインフラをつくるためには、地形

や地盤の調査、図面を描く設計、それを

現場でカタチにする施工が必要です。

今回の内容は、関係団体から推薦された幹事の方々と意見交換

しながら決めました。今後もよく話し合い、より良いものづくり

繋がる試みに、積極的に取り組んでまいります！！

これは、建設業の魅力向上に向けたいわき建設事務所の取組を、いわき建設(i)-通信(Communication)と
してお知らせするものです

経験や専門分野が

違うため、現場を

歩いた感覚や視点に

差が見られました。

その結果はチームで

話し合い、最後には

報告者を代えながら

全員が発表し、全体

で共有しました。

たい』との感想を持った参加者もおり、今後

さらなる円滑なインフラ整備に期待です。

①

『今回の経験

を生かし、

これからは

さらに施工

に寄り添った

設計ができる

ように心掛け＜現場を見た視点のまとめ＞


